
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和元年１１月末現在 世帯数 ４２８戸 人口 １,３９７人 （男６８４人 女７１３人） 

 

 
 

ふ る さ と だ よ り 

第１１号 
令和２年１月１日 

発行 山田地区ふるさとづくり 

推進協議会(山田公民館内) 

住所 富山市山田湯 880 

電話 457-2055・FAX 457-2207 

２０２０年東京五輪スケートボード強化選手（ストリート種目） 
富山市立山田中学校２年 中山楓奈さん（写真提供：藤丸正義さん） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 （４)令和２年１月１日        やまだ ふるさとだより                        

山田地域文化祭 

１１月３日(日)祝 山田公民館にて山田地域文化

祭を開催しました。ステージでは、オカリナ教室の

皆さんによる優しい音色の演奏で始まり、保健推進

員による脳トレーニング、保育所園児のかわいい遊

戯、小学生の伝統あるマンドリン演奏、中学生の吹

奏楽や合唱の発表があり、大きな拍手が送られまし

た。展示コーナーに作品を出展してくださった保育

所、小・中学校、各サークル、住民の皆さん、そし

てステージや食事コーナーなどの運営にご協力いた

だきました各団体の方々に感謝申し上げます。 

市民大学特別講演会では「魅力ある富山の気象と自然～地球

温暖化で変わる気象災害～」と題して、気象予報士・防災士の

木地智美さんが講演されました。木地さんは「地球の平均気温

が上昇しています。このことが異常気象の主な要因と考えられ

ています。このまま温暖化が進めば今世紀末には海水温の著し

い上昇などにより、世界中で干ばつ・豪雨・暴風などによる甚

大な気象災害が多発し、このような状況が続けば私たちの暮ら

しに深刻な影響が出ると推測されています。」と話されました。 

私たち一人ひとりの力は小さくても大切な地球環境を守り、

次の世代へ引き継いでいくための責任、そして確かな行動が、今問われているのではないかと思い

ます。できることから始めましょう。そして活動の輪を広げていきましょう。 
 

「AI カフェ」を開催・・・湯地区自治会 

湯地区自治会では、婦人会を中心に AI 時代に向き合う生き方と山田地域の活性化に繋げる事を

目標に「AI カフェ」を開催しています。湯公民館での茶話会や、１１月２９日には山田村食堂で

山田駐在所、県警サイバー犯罪対策室、富大名誉教授からコンピュータやインターネットを悪用し

た犯罪の実態、犯罪の巧妙な手口が紹介されました。また、空港や駅等での無料 Wi-Fi の安全な使

い方、詐欺サイトの見分け方を教えていただきました。 
参加者からは、知らなかったでは済まされない大変勉強にな 

りましたとの声が多く聞かれました。今後も AI などをうまく 
活用して私たちの暮らしが豊かになれるようこのような勉強会 
を続けて行こうと思っています。どなたでも気軽に参加してく 
ださい。         湯地区自治会長 山田三和子さん 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かぶら寿司づくり」 
１１月２１日(木)山田公民館にて参加し

た１５名でかぶら寿司を作りました。講師

の新村こうじみそ商店の新村さんから「麹

は胃腸の働きを助け免疫を活性化するとと

もに、食べ物を美味しくする万能調味料で

す」とのお話を聞きました。 

その後、サバなど 

の食材を加え彩り 

よく漬け込んだか 

ぶら寿司の 1週間 

後を楽しみに持ち 

帰りました。 

「生活習慣予防食」 
１０月９日(水)山田公民

館にて栄養士さんと塩分を

控え酢と生姜を使った生活

習慣予防食を作りました。 

また、参加された１２名

の皆さんは、保健師・保健

推進員の方に血圧を測って

もらいながら健康状態をチ

ェックしたり、運動指導士

の方のサポートで約 1 時間

にわたり健康体操で体をほ

ぐしました。 

 

                     やまだ ふるさとだより       令和２年１月１日 (３)  

公民館ふるさと講座実施報告 

 

やまだフォトは、発足して６年目に入りました。現在の会員は１１名で、月１回月例会を開

き、撮影技術の向上などの活動を実施しています。その成果として、今年の「朝日北陸写真展」

で県知事賞受賞や市展で入賞・入選するなど会員の方が活躍されました。最近は、スマホで撮

った写真をＳＮＳで送って共有していますが、写真は 
プリントし大きく引き伸ばして見る事に価値がありま 
す。最近のカメラは性能が良くなってきており、押せ 
ば誰でも綺麗に撮れる時代です。よりキレイな写真や 
傑作を撮るためにも是非やまだフォトで一緒に写真を 
撮りませんか。        代表 藤丸正義さん 
 
 
公民館サークルに登録すると公民館使用料が無料にな 
ります。新しく立ち上げる場合は山田公民館までご連 
絡下さい。    問い合わせ 山田公民館℡457-2055 
 

「ピザを焼こう！」 
１１月１１日（月）山田公民館にて

かがやき教室でピザを焼きました。参

加した子どもたち１１名はピーマン

とウインナーを小さく切って、伸ばし

た生地にのせチーズをかけて焼きま

した。美味しそうに焼き上がったピザ

に歓声を上げていました。 

子どもかがやき教室実施報告 

公民館サークル紹介・・・やまだフォト 



 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

地域ぐるみで防火・防災を「秋の消防総合訓練」 
 
秋の消防総合訓練は、１１月１０日（日）富山市山田総合体育

センターで、消防機関、協力機関と山田地域住民約３００名参加

のもと盛大に実施することができました。山田地域で９年ぶりの

開催に加え、森市長が検閲されるということもあり、消防職団員

の士気も上がり、半年以上前から住民の皆様にも大変協力をいた

だきました。住民の皆様に参加していただいた「初期対応・飛火

警戒・自力避難困難者搬送各訓練」等では一人ひとりが大変真剣

に取り組んでいただき、万一の際に必ず役立つと確信しました。

今回の訓練を実施するにあたり、多大なる御力添えをいただいた

地元自治会の皆様、訓練に参加していただいた住民の皆様、本当

にありがとうございました。   富山市婦中消防署山田分遣所 

山田地域成人式 
日時 令和２年１月１２日（日）午前１０時 

会場 山田公民館（３Ｆ体育室） 

 
『新成人の抱負』 

 

 （２) 令和２年１月１日       やまだ ふるさとだより                      

ともに過ごした友人たちと無事成人式を迎え
ることができ、とても嬉しく思います。このような素
晴らしい日を迎えることが出来たのは両親をはじ
め、先生方や今までお世話になった全ての
人々のおかげです。この成人式を境にしっかり
自立できるよう責任のある行動をとり社会貢献
できるように日々精進していきたいと思います。 

                 増田瀨奈さん 

 新年あけましておめでとうございます。 
昨年は新天皇陛下が即位され元号は「令和」となりました。そしてうれしい事がありました。

富山市出身の朝乃山関が初優勝し小結に昇進（本年 1 月大相撲初場所で関脇に昇進）、米バス

ケットボールＮＢＡで八村塁選手と馬場雄大選手が大活躍、山田中学校２年生中山楓奈さんは

東京五輪スケートボード強化選手に選ばれ頑張っています。応援しましょう。 
昨年は災害の多い年でもありました。台風１９号は全国各地に甚大な被害をもたらし、今な

お避難所生活をされている方がおられます。北陸新幹線も被害を受け一時不通となりました。

「地球温暖化により、今まで経験したことのない豪雨や強風が頻繁に発生することが予想され

ます」これは市民大学特別講演会で講演された気象予報士・防災士の木地智美さんです。人口

が激減し高齢世帯が増える山田地域では災害への備えは重要です。地域ぐるみで防災・減災の

仕組みを整え、安全で安心して暮らせる環境を作らなければなりません。また、過疎化で増え

続ける空き家を利活用して県内外からの移住を促すため、様々な知恵とパワーを結集し積極的

に活動していきたいと考えています。 
山田地域はまとまりがあります。「和気あいあい・住んでよかった」と感じられるふるさと

づくりに皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
皆様にとって良い年でありますようお祈り申し上げます。 

山田地区ふるさとづくり推進協議会 
会 長 吉 田 良 雄 新年にあたって 

ここ山田でともに学んだ仲間たちと無事
成人式を迎えることができ、大変うれしく思い
ます。両親をはじめ、お世話になった全ての
方々に感謝し大人としての自覚をもちながら
日々精進していきます。成人式を人生の節
目として自分自身を成長させることを目標と
し、社会に貢献していきたいと思います。 

    松原安津さん 


